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「2024 年度日本代表選手選考方法(男子)」 

項目／競技会名 第 78 回全日本体操個人総合選手権 

（以下、全日本個人） 

第 63 回 NHK 杯 

（以下、N 杯） 

開催期間 2024 年 4 月 12-14 日 2024 年 5 月 17 日-19 日 

開催場所 高崎アリーナ 高崎アリーナ 

出場資格及び人数 

 

＜全日本個人予選出場資格＞ 

■個人総合 72 名 

①第 56 回全日本シニア体操競技選手権大会 15 名 

②第 77 回全日本学生体操競技選手権大会 15 名 

③上記①、②を除く全日本シニア選手権 1 部・全日本学生選手権 1 部・2 部

上位 18 名 

④男子ジュニア強化部推薦 8 名 

⑤協会推薦 6 名 

⑥第 78 回全日本個人総合映像選考 10 名 

(以下、個人映像選考) 

※個人映像選考実施後、上記①、②、③の選手数が定数に満たない場合

は、個人映像選考 11 位以下の選手から定数まで順位順に追加する 

■種目別選手枠各種目 6 名 

①第 52 回世界選手権種目別ファイナリスト及び第 76 回全日本種目別選手

権優勝者(当該種目) 

②上記①を含む種目別選手枠各種目上位 6 名 

※出場は代表選考会対象年齢者のみ 

＜全日本個人決勝出場資格＞ 

■個人総合 30 名 

①第 52 回世界選手権個人総合優勝者 

②上記①を除く全日本個人予選上位 29 名 

※①が辞退した場合は全日本個人予選上位 30 名を対象とする 

※リザーブは 2 名とする 

■種目別選手枠各種目 6 名 

①個人総合出場者を除く全日本個人予選上位 6 名 

※出場は代表選考会対象年齢者のみ 

＜N 杯 1 日目出場資格＞ 

■個人総合 30 名 

①第 52 回世界選手権個人総合優勝者 

②上記①を除く全日本個人決勝上位 29 名 

※①が出場を辞退した場合は全日本個人決勝上位 30 名を対象とする 

■種目別選手枠各種目 6 名 

①個人総合出場者を除く全日本個人予選上位 6 名 

※種目別選手枠の出場は代表選考会対象年齢者のみ 

＜N 杯 2 日目出場資格＞ 

■個人総合 18 名 

①第 52 回世界選手権個人総合優勝者 

②上記①を除く N 杯 1 日目上位 17 名 

※①が出場を辞退した場合は N 杯１日目上位 18 名を対象とする 

■種目別選手枠 3 名 

①個人総合出場者を除く N 杯 1 日目終了時点においてチーム貢献得点が

高い選手上位 3 名 

※チーム貢献得点の算出は全日本個人予選、決勝、N 杯 1 日目の 3 試合

のうち上位 2 試合の得点を採用する 

※チームの採用は内定選手及び N 杯 2 日目個人総合通過者が少なくとも 3

名(合計 4 名)を含むチームのみ選考対象とする 

※内定者が内定取り消しとなった場合は N 杯 2 日目個人総合通過者 4 名

を含むチームを選考対象とする 

跳馬の跳越数 １跳越 1 跳越 

オーダーと班編成 ＜全日本個人予選＞ ＜N 杯 1 日目＞ 
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1 班は個人総合 36 名＋種目別選手枠各種目 6 名 

2 班は個人総合 36 名 

■2 班シード選手 

① 2023 年度ナショナル強化選手(個人総合選出) 

② ジュニアナショナル強化部推薦 5 名 

③ 上記①，②を含む成績順から選出された 36 名 

各班の開始種目はオープン抽選 

種目別選手枠は休みから始まる組に配置しオープン抽選とする 

＜全日本個人決勝＞ 

■個人総合 

全日本個人予選順位順 

（FIG 競技規則個人総合オーダー） 

シード選手が決勝のみ出場した場合は最終オーダーとする 

■種目別選手枠 

各種目成績順に下位の選手から演技を行う 

※同点者がいる場合、個人総合は、FIG 競技規則、種目別選手枠はオープ

ン抽選とする 

■個人総合 

全日本個人順位順 

（FIG 競技規則個人総合オーダー） 

シード選手が決勝のみ出場した場合は最終オーダーとする 

■種目別 

各種目成績順に下位の選手から演技を行う 

※同点者がいる場合、個人総合は、FIG 競技規則、種目別選手枠はオープ

ン抽選とする 

＜N 杯 2 日目＞ 

■個人総合 

N 杯 1 日目順位順 

（FIG 競技規則個人総合オーダー） 

シード選手が決勝のみ出場した場合は最終オーダーとする 

■種目別 

チーム貢献得点通過者最上位はゆかの 7 番目、2 位はあん馬の 7 番目、3

位はつり輪の 7 番目に割り当て、常に 7 番目に演技を行う 

大会順位 全日本個人予選＋決勝(個人総合) 全日本個人予選＋決勝＋N 杯 2 日間(個人総合) 

※ただし、N 杯順位 19 位以下は N 杯 1 日目までの順位が最終順位となる 

パリ 2024 五輪 

日本代表選考方法 

 

Ⅰ．選手の選出 

1．第 52 回世界選手権個人総合優勝者(以下、内定選手) 

2．個人総合 2 名 

3．1、2 を含むチーム得点（ベスト 3）を算出し、以下の表に該当する基準に該当する最上位チームのメンバー2 名を日本代表選手とする 

表 1 2024 パリ五輪日本代表選手選出基準 

1 内定選手 1 名 

2 N 杯上位(内定選手を除く) 2 名 

3 チーム貢献得点選出者 A（個人総合 10 位以内） 1 名 

4 チーム貢献得点選出者 B(個人総合順位による制限なし) 1 名 

※内定選手が選考会終了前に怪我等の理由によりパリ 2024 五輪において本来のパフォーマンス発揮が困難と思われる場合、強化本部長の提案により

理事会審議の上、内定を取り消す場合がある。その場合は選考区分 2 の N 杯上位から 3 名の選手を選出する 

Ⅱ．チーム貢献得点の算出 

チーム貢献得点選出者（A、B）は 1、2 の個人総合 3 名と組み合わせ、チーム得点（5 選手のベスト 3）を算出する 

１、２の個人総合 3 名の基準点は全日本個人予選・決勝、N 杯 2 日間 4 試合のうち各種目得点が高い 3 試合の平均得点を採用する 
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３、４のチーム貢献得点選出者のチーム貢献得点は国内選考会 4 試合のうち各種目得点が高い 3 試合の平均得点を採用する 

※跳馬のチーム貢献得点は 1 本目の演技のみを対象とする 

※チーム貢献得点の算出は小数点第 3 位までとし、以下切り捨てとする。 

内定選手のチーム基準点の算出は全日本個人予選、決勝、N 杯のうち、個人総合出場回数により決定する 

内定選手のチーム基準点が 2023 年度参考スコアを下回った種目については 2023 年度参考スコアを採用する 

表 2 内定選手個人総合出場回数によるチーム基準点の決定 

0～1 試合 2 試合 3 試合 4 試合 

2023 年度参考スコア（表 3） 2 試合中ベストスコア 3 試合中上位 2 試合の平均得点 4 試合中上位 3 試合の平均得点 

表 3 2023 年度参考スコア 

種目 ゆか あん馬 つり輪 跳馬 平行棒 鉄棒 

得点 14.500 14.366 14.000 15.000 14.800 15.000 

※第 52 回世界選手権個人総合予選・決勝のうち、高いスコアを採用 

Ⅲ．候補選手 

候補選手を以下の基準により 1 名選出する 

表 4 パリ 2024 五輪日本代表候補選手選出基準 

1 個人総合次点選手 1 名 

2 チーム貢献得点次点選手 最大 2 名 

※日本代表選手は日本代表候補選手と交代する可能性がある．選手の交代は強化本部長の提案により、選手選考委員会で決定する 

ナショナル強化選手 以下の基準によりナショナル強化選手を原則 12 名選出する 

表５ ナショナル強化選手選出基準 

 １ パリ 2024 五輪日本代表選手 

２ NHK 杯上位 10 名 

３ 協会推薦選手 

 

 

 

日本代表選考に関わる

タイブレーク 

<個人総合順位のタイブレーク優先順位> 

1． 持ち点を除くＮ杯得点が高い選手 

2． N 杯 2 日目の得点が高い選手 

3． 全日本個人決勝得点が高い選手 

4． 個人総合選考対象大会最終日の得点を FIG タイブレーク 

<チーム選考タイブレーク優先順位> 

1．チーム得点ベスト 4 上位チーム 

2．N 杯順位が高い選手を含むチーム 

<種目別通過順位タイブレーク> 
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※上記選考方法については大会ルールの変更等が生じた場合、見直される場合がある 

 

1．当該種目 D スコアが高い選手 

2．当該種目 E スコアが高い選手 

※上記ルールでも順位が確定しない場合は強化本部長の提案により、選手選考委員会で決定する 
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